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デフ自転車 田中 航太 

2025 年 11 月開催の「東京 2025 デフリンピック」まで遂に半年をきる。 

自身初のデフリンピック出場の内定を勝ち取った田中選手。昨年９月にはポー

ランドで行われた世界デフ自転車選手権に出場。 

自国開催となるデフリンピックにかける想いをきいた。 

 



自転車競技について 

高校までは野球をしていましたが、大学

進学のタイミングで新しいことにチャレン

ジしたいと思い、トライアスロンを始めま

した。同じ大学の先輩に水泳でデフリンピ

ックに出場しメダルも獲得している選手が

いて、その選手と話す中でデフリンピック

を知り、出てみたいなという興味を持ちま

した。 

デフリンピックにはトライアスロンの競

技がないので、水泳、自転車、マラソンの

中からどれかを選ぶことにしました。大学

4 年の時に新型コロナが流行したことで水

泳の練習場所が閉鎖されたこともあり、自

転車でいろいろなところへ出かけていまし

た。その時に自転車に魅力を感じ、大学卒

業後本格的に自転車にはまっていきまし

た。 

昨年は 9 月にポーランドで行われた世界

デフ自転車選手権に 3 種目で出場しまし

た。スプリント種目では 8 位入賞となりま

した。 

ポーランドで一番印象に残っていること

は、現地の人たちとの関わりです。とても

優しい人が多く、「日本はどんなとこ

ろ？」「何がおいしいの？」など、日本で

デフリンピックが行われることもあり、と

ても興味を持って話しかけてくれました。

箸の使い方を教えてほしいと言われ、教え

てあげたりもしました。 

食事の面では、大会が行われた地域は、

ポーランドの中で内陸の地域だったので、

生魚がどこを探しても見つかりませんでし

た。私は刺身が大好きなので、生魚が恋し

くなってしまいました。帰国後はまずお寿

司を食べましたね。 

デフリンピックで海外の選手が来た時に

は、お寿司を食べてもらいたいと思ってい

ます。2 週間の大会期間中にいろんな寿司

ネタにチャレンジしてもらいたいです。 

聴力について 

きこえないことがわかったのは１歳か 2

歳の時でした。親に呼ばれても聞こえてい

ない様子だったので、病院に行きわかりま

した。 

5 歳からろう学校に通い、小学校ではキ

ュード・スピーチ（キュード・スピーチ

は，国語の音韻を五つの母音口形と音素レ

ベルで表象する記号（キュー）との組合せ

によって表現する方法 ）を使っていまし

た。中学校からは学校の方針で手話を使う

 



ようになり、先生や友達とも手話を使って

コミュニケーションをとっていました。 

家族の中では私以外は聴者なので口話と

簡単な手話を使ってコミュニケーションを

とっています。病院に行ったときなど母が

簡単に通訳をしてくれるといった場面もあ

りました。 

両親からはいつも好きなことをやりなさ

いと言われており、きこえないからと言っ

て何かやりたいことを制限されることはあ

りませんでした。ただし、ルールやマナー

や礼儀を守ることは厳しく教わりました。 

きこえない日常 

日常生活の中で不便に感じたことは、

ETC の無人窓口についてです。自転車競技

のレースで遠征に行く際に群馬や長野まで

車を運転していくのですが、以前、高速道

路の ETC 出口を出ようとしたら、遮断機

が下りたままで出られなくなってしまった

ことがありました。機械には問合せ用の赤

いボタンだけしかなく、聴覚障害者の対応

ボタンがありませんでした。ボタンを押し

てみましたが何を言っているのか聞き取れ

ずその時は電話リレーサービスを利用し、

人に来てもらうことができましたが、30

分ほど待たされるということがありまし

た。こういった時に文章で表示されるよう

な聴覚障害者でもコミュニケーションが取

れる配慮が欲しいなと思いました。 

今回のデフリンピックを通じてろう難

聴者がこういうところで困るのかと気付い

てほしいですね。 

アスリートと仕事 

大学卒業後、ソフトバンク株式会社に

入社し、今年で 5 年目になります。普段は

サービス企画を担当していて、例えば、高

齢者や子供を対象にしたサービスの企画を

作っています。 

仕事と競技の両立は大変で、はじめの 1

年はいい成績が残せませんでした。2 年目

は生活にも慣れてきたのでだんだん良くな

ってきましたが、今もまだまだ十分とは言

えず、成長の余地はあると思っています。

例えば睡眠時間については、今は 6 時間で

すが、もっと睡眠をとる方がよいと思って

います。 

朝は 4 時半に起きてトレーニングをし

ています。前までは夜にトレーニングをし

ていましたが、トレーニング中に鹿が３頭

道に出てきたことがあり、自転車もすごい

スピードで走っているのでとても怖かった



のを覚えています。シカは夜行性なので朝

ならいないだろうと思い、練習時間を朝早

くに変更しました。 

東京 2025 デフリンピックに向けて 

東京 2025 デフリンピックの代表に内定

した時は、今までの努力が報われた、ほっ

としたという気持ちになりました。今まで

はレベルの高い選手たちと戦ってきて、自

分のことだけに集中してきました。です

が、これからは、チームとして戦うことに

なるので、自分だけが良ければいいわけで

はなく、チームとして協力をして、レベル

アップを考えていく必要があり、そういう

覚悟も必要だと思っています。 

デフ自転車競技の魅力 

デフ自転車のロード競技の魅力は、駆け

引きにあると思います。 

ロード競技の種目の一つのポイントレー

スでは、周回コースを何周もするのです

が、その中の決まった周回の時に 1 位から

順にポイントが与えられ、最終的に何ポイ

ント集めてゴールをしたかを競う競技で

す。初めからスピードを上げればいいでも

なく、戦略的に戦うことがカギを握りま

す。 

また、ロードレースでは、水分補給のタ

イミングやアタック（速度を上げること）

のタイミングが重要になってきます。聴者

の競技の場合は相手選手のギアを変える音

で後ろの選手が速度を上げてくることを察

知しますが、ろうの場合はきこえないの

で、急に後ろから抜かれてしまうというこ

とになります。なので、頭を振って周りの

選手の様子を見て、他の選手の動きを把握

します。中には太陽からの影で周りの選手

が近づいてくることを確認するという選手

もいます。 

東京 2025 デフリンピックへの想い 

私は短距離でパワーを出すのが得意なの

で、東京 2025 デフリンピックでは、スプ

リント種目で金メダルを狙いたいですね。

そのためにも身体を絞らないといけないと

思っています。最近、オフの日には友人か

らもらった低温調理器を使ってサラダチキ

ンを作っています。いろいろな味付けを試

していて、20 種類くらいのレパートリー



があります。たまにまずくなることもあり

ますけどね。（笑） 

今回の大会では、ろう者に対する社会の

考え方が変わるきっかけになるといいなと

思っています。きこえないというと「でき

ない」という意味になってしまうかもしれ

ませんが、「できない」ではなく「個性」

として認識してもらいたいと思います。 

一人で歩いているときに道を聞かれるこ

とがあります。きこえないというとほとん

どの人は「じゃあいいです」とそこで会話

が終わってしまいます。そうではなく、私

も説明できるので同じ人間として頼ってほ

しいと思います。声をかけられたら、身振

り手振りや表情でコミュニケーションをと

ることもできるので、ぜひ頼ってもらいた

いです。 

デフリンピックを見に来る子供たちに

も、偏見をなくすことが大切だと伝えたい

と思います。きこえなくても同じ一人の人

間ですよね。平等というよりは同じ仲間と

してとらえてほしいと考えています。 
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経歴  

2024 年 世界デフ選手権大会 

・スプリント: 8 位入賞 

・ポイントレース: 11 位 

・ロードレース: 13 位 

 

国内レースでは、アマチュアトップカテゴリであ

る JBCF E1 に所属。聴者と同じフィールドで

全国各地のレースに参戦。 


